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雨
漢
を
蓮
じ
て
政
治
、
學
問
に
‘
重
大
な
勢
力
を
有
し
て
居
た
も
の
は
春
澤
防
禦
學
で
あ
っ
だ
。

一
般
に
は
公
羊
學
は
西
漢
の
孝
聖
帝
の
頃
迄
が
最
も
盛
で
あ
っ
て
其
以
後
は
穀
梁
學
、
左
氏
學
が

盛
と
な
っ
て
次
第
に
勢
力
の
失
墜
を
憎
し
た
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
野
際
に
於
て
孝
武
帝
以
前

の
春
秋
の
學
問
と
言
へ
ば
夫
は
皆
、
公
羊
學
で
あ
っ
だ
の
で
他
の
穀
梁
華
氏
の
學
問
は
微
々
た
る

竜
の
で
其
の
存
在
す
ら
も
忘
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
孝
武
帝
以
後
撃
手
學
の
方
面
に
竜
平
氏
學

の
方
面
に
竜
優
秀
な
學
者
が
出
て
各
々
其
の
學
問
を
畿
展
さ
せ
、
立
振
な
著
述
を
今
日
に
煙
し
て

居
る
距
め
一
見
此
等
の
學
問
が
孝
武
帝
以
後
勢
力
を
得
集
う
公
羊
學
の
勢
力
に
封
抗
し
其
の
地

盤
を
鷺
食
し
た
か
の
如
く
も
考
へ
ら
る
る
け
れ
ど
も
、
實
際
に
於
て
は
公
羊
學
は
禽
思
想
界
は
勿
・

論
墨
壷
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
大
な
る
勢
力
を
有
し
て
居
た
。
此
の
事
實
は
後
漢
の
尋
者
の
詩
交

の
春
秋
に
關
す
る
事
柄
を
取
扱
つ
π
竜
の
に
於
て
も
、
或
は
後
漢
の
政
治
家
の
政
治
上
の
議
論
に

於
て
も
、
或
は
、
叉
裁
劉
上
の
到
定
を
下
す
引
合
に
引
減
し
だ
事
例
の
解
澤
の
仕
方
に
於
て
も
公
羊

學
の
影
響
の
存
在
は
明
か
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
，
左
氏
學
及
穀
梁
學
の
影
響
は
至
っ
て
微



　
々
把
る
も
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
漢
代
の
思
想
野
上
重
大
覆
る
意
義
を
有
す
る
公
羊
學
は
漢
代

　
に
於
て
如
何
な
る
思
想
家
に
よ
っ
て
如
何
に
組
織
立
て
ら
れ
尤
か
。
雨
漢
に
於
け
る
公
羊
學
の

　
大
家
で
之
を
大
成
し
た
竜
の
は
董
仲
寄
で
あ
る
。
後
漢
に
於
け
る
大
家
は
何
休
で
あ
る
。
董
仲

　
寄
は
彼
の
大
成
し
尤
る
公
下
賎
の
膿
系
を
其
著
、
春
秋
繁
露
、
に
よ
っ
て
登
表
し
、
何
休
は
公
羊
學
に

　
封
ず
都
學
識
を
今
日
十
三
経
注
疏
に
牧
あ
ら
れ
て
居
る
春
秋
公
羊
傳
の
注
に
示
し
て
居
る
。
陳

　
澄
の
束
塾
譲
書
記
の
懇
＋
春
秋
の
條
に
董
仲
野
と
馬
蝉
と
の
關
係
に
就
い
て
、
何
注
多
本
締
悲
秋

　
予
習
弼
徐
彦
不
γ
疏
吻
之
7
と
噺
じ
、
其
の
謹
擦
と
し
て
舞
岡
元
年
の
何
休
の
注
に
麺
レ
｝
爲
レ
元
と
あ
る

　、

ﾍ
春
秋
繁
露
の
．
重
政
篇
に
「
春
秋
礎
」
謂
昌
之
元
殉
」
と
あ
る
に
瞬
き
、
叉
懸
公
元
年
博
の
「
所
レ
見
異
“
僻
。
所
レ
聞

　
異
レ
僻
。
所
昌
黒
髪
手
早
。
あ
丈
の
何
休
の
注
詮
は
春
秋
繁
露
の
愈
序
題
に
蓮
ぶ
る
と
こ
ろ
に
本
く
も
の

　
で
あ
る
と
鞭
つ
で
居
る
。
猶
筆
算
は
此
の
外
に
何
休
の
注
詮
と
春
秋
唐
馬
の
説
と
の
一
致
す
る

　
竜
の
を
掲
げ
て
翁
忌
に
封
ず
る
董
仲
野
の
黙
読
の
影
響
を
蓮
。
へ
て
居
る
。
　
勿
論
何
休
が
董
仲
督

　
の
影
響
を
受
け
疫
の
は
瞭
濫
の
議
論
を
倹
つ
迄
も
な
く
考
へ
ら
る
る
の
で
あ
る
が
雨
者
の
公
羊

　
春
秋
に
勢
す
る
見
解
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
重
文
に
節
す
る
解
繹
に
も
異
同
が
あ
る
。
董

　
紳
傍
の
公
羊
學
と
錐
．
毛
彼
以
萌
の
公
羊
學
と
は
肖
ら
別
個
の
竜
の
で
あ
っ
π
で
あ
ら
ふ
。
漢
書

鋤
　
五
行
志
二
七
上
に
．
景
武
之
世
、
董
紳
難
治
。
公
輩
審
尋
”
婦
選
陰
陽
”
爲
並
儒
者
喜
び
と
あ
る
。
董
仲
岱
が
西

　
　
　
　
　
三
三
静
學
醗
、
蝋
斑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
九
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漢
の
孝
景
藁
薦
孝
心
帝
の
間
に
存
在
し
て
公
羊
春
秋
を
治
め
π
と
言
ふ
漢
書
五
行
志
の
叙
述
は

二
言
儒
林
傳
の
彼
の
虚
無
及
漢
書
魅
五
十
六
の
彼
の
傳
の
交
の
示
す
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
が
、

始
推
陰
陽
斎
主
儒
者
宗
［
と
い
ふ
極
め
て
簡
軍
な
認
述
が
彼
の
公
羊
學
と
彼
以
前
の
公
羊
學
と
の
著

し
い
差
異
を
語
る
竜
の
と
し
て
頗
る
興
味
を
威
ず
る
。
陰
陽
五
行
の
設
は
支
那
に
固
有
な
も
の

で
洪
範
に
載
っ
て
居
る
。
　
陰
陽
の
思
想
の
起
源
が
那
邊
に
存
す
る
か
に
就
い
て
は
未
だ
定
論
あ

る
を
知
ら
な
い
。
五
行
は
初
め
は
人
間
生
活
に
必
要
敏
ぐ
べ
か
ら
ぎ
る
晶
物
の
代
表
的
な
る
も

の
帥
墨
譜
土
金
水
を
志
げ
て
之
を
愚
問
と
特
別
の
開
室
あ
る
竜
の
と
し
て
崇
敬
す
る
と
こ
ろ
よ

う
起
ム
、
時
代
を
追
ぷ
に
從
っ
て
此
等
の
適
の
に
野
す
る
思
想
が
駿
達
し
初
め
具
艦
的
の
竜
の
で

あ
っ
π
の
が
次
第
に
抽
象
的
の
竜
の
と
な
う
、
遽
に
宇
宙
二
物
の
由
っ
て
生
ず
る
要
素
と
考
へ
、
其

の
作
用
を
以
て
良
然
の
現
象
人
事
の
現
象
を
説
明
す
る
に
至
つ
π
。
此
等
の
思
想
駿
達
に
大
に

二
っ
て
カ
の
あ
っ
だ
の
は
載
國
蒔
代
の
齊
の
稜
下
の
學
徒
で
あ
る
。
就
中
郷
術
溺
櫻
下
の
學
徒

の
申
心
入
物
で
あ
っ
た
。
三
代
に
入
っ
て
此
の
陰
陽
五
行
の
説
は
更
に
大
に
薮
達
し
て
洪
範
學

と
い
ム
輔
種
下
門
の
學
問
を
形
成
し
た
。
面
書
は
二
心
の
経
典
で
あ
る
。
其
の
申
に
牧
め
ら
る

る
洪
範
の
所
説
を
根
擦
と
す
る
陰
陽
五
行
の
學
問
は
當
然
儒
書
の
中
の
正
當
な
る
一
部
門
と
認

め
ら
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
る
べ
き
流
事
實
は
・
然
ら
ず
し
て
孔
子
の
思
想
の
申
に
も
．
孟
子
の
思



　
想
の
中
に
も
、
聖
子
の
思
想
の
中
に
も
陰
陽
五
行
の
思
想
が
彼
等
の
思
想
を
説
明
す
る
原
理
と
き
し

　
て
少
し
も
認
め
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
春
秋
職
國
の
時
代
よ
う
既
に
巳
に
足
下
と
は
別
種
の
學
問
と

　
認
あ
ら
れ
て
凝
る
。
班
固
の
漢
書
藝
交
志
に
は
三
流
の
一
と
し
て
陰
陽
家
者
流
を
立
て
て
居
る
。

　
洪
範
學
は
此
の
涙
の
學
附
で
あ
っ
て
儒
敏
と
は
密
接
な
る
關
係
に
於
て
立
っ
て
居
な
い
。
陰
陽

　
五
行
の
説
と
儒
家
の
思
想
と
が
斯
の
如
き
關
係
を
保
っ
て
進
ん
で
來
π
の
を
輩
仲
野
が
取
っ
て

　
．
以
て
自
己
の
．
公
羊
學
の
膿
系
に
組
み
入
れ
、
春
秋
を
説
明
す
る
一
の
原
理
と
し
た
鮎
に
從
架
の
儒

　
家
と
異
な
う
、
彼
の
特
色
を
螢
堅
し
π
の
で
あ
る
。
春
秋
繁
雑
の
牛
以
下
は
殆
ん
ど
陰
陽
五
行
に

　
就
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
陰
陽
五
行
の
理
に
よ
つ
て
説
い
瀬
野
．
秋
説
で
あ
る
。
然
し
之
に
舗
し

　
　
説
く
所
は
彼
の
純
粋
な
立
揚
と
融
和
し
て
居
な
い
。

　
　
公
羊
學
は
董
仲
野
の
學
問
の
大
部
分
で
あ
う
、
且
、
董
仲
好
の
時
代
に
は
公
界
學
は
政
治
道
徳
其

　
他
種
々
の
方
面
に
甚
深
な
華
燭
を
有
し
て
居
π
。
其
故
彼
の
春
秋
に
算
す
る
根
本
の
観
念
を
知

　
る
こ
と
ば
董
仲
野
の
思
想
の
野
心
を
把
卜
す
る
こ
と
と
な
う
や
が
て
は
叉
當
時
一
般
忽
想
界
の

　
中
心
傾
向
を
理
解
す
る
こ
と
と
竜
な
る
。
鼓
に
彼
の
春
秋
の
根
本
義
に
關
す
る
見
鱗
を
強
贋
し

　
や
う
、
と
思
ふ
。
　
実
弾
繁
多
の
愈
序
篇
に
、
魯
尼
之
作
輔
暮
秋
亀
甲
。
上
探
詑
天
端
．
王
公
之
位
。
萬
民
之
所
数
。

鵬
　
燭
明
隅
得
失
起
昌
賢
才
唱
以
待
昌
後
勢
寵
罫
引
需
夏
野
轟
轟
往
事
殉
正
嵩
是
非
n
序
山
主
公
司
更
記
十
二
公
之
問
。
皆
蓑
世
話
事
。

　
　
　
　
　
叢
、
伸
静
醗
説
晶
　
斑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
鴻
一
、
・
－
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鰹
君
門
人
離
。
孔
子
日
。
吾
因
”
其
行
事
陶
黒
黒
昌
乎
王
心
一
焉
。
以
爲
見
“
之
忍
言
甘
露
レ
胃
内
行
事
博
深
切
明
刈
」
と
言
ひ
。

　
叉
同
じ
く
禽
序
篇
の
終
に
「
孔
子
日
。
吾
因
二
行
割
引
加
該
吾
王
少
子
。
三
唱
共
位
舞
以
正
玉
入
倫
画
”
讐
共
成
敗
以
明
謁

　
順
蓮
。
」
と
述
。
へ
、
叉
玉
杯
篇
に
「
是
等
ゐ
孔
子
立
薪
王
事
糞
明
二
霊
獣
レ
志
電
路
”
和
。
見
噌
翼
亀
屋
以
監
理
。
有
γ
繊
昌
周

　
之
弊
一
故
。
若
レ
此
也
。
」
と
あ
う
、
叉
ゴ
代
改
善
篇
に
．
故
春
秋
鷹
レ
天
。
作
昌
薪
王
判
事
］
と
あ
る
が
此
等
の
竜
の
を

　
通
じ
て
第
一
に
注
意
す
べ
き
董
伸
得
の
春
秋
の
見
方
の
特
色
は
孔
子
を
奪
恥
し
て
孔
子
を
以
て

　
野
羊
の
創
始
者
。
六
経
の
劇
作
学
僧
っ
て
春
秋
の
制
作
者
で
あ
っ
て
其
の
僥
幸
し
だ
る
春
秋
の
法

　
は
興
起
奪
い
で
薪
ら
し
く
興
る
べ
き
王
者
即
興
の
た
め
に
し
だ
も
の
で
あ
る
と
す
る
勲
で
あ
る
。

　
左
氏
傳
に
於
け
る
春
秋
乃
至
は
儒
敏
と
孔
子
と
の
領
導
の
見
方
は
之
と
異
ウ
、
孔
子
は
儒
敏
の
大

　
成
者
、
煙
弾
の
整
理
者
と
し
辛
気
の
創
始
者
は
、
周
公
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
見
方
は
左

　
．
氏
傳
の
學
者
の
み
な
ら
ず
古
文
家
の
一
般
に
執
っ
て
居
る
見
方
で
あ
る
。
然
し
公
羊
家
、
殊
に
董

　
恵
賜
は
前
に
も
言
つ
だ
様
に
孔
子
を
儒
敏
の
創
始
者
と
見
、
春
秋
は
孔
子
の
作
つ
π
竜
の
で
彼
の

　
素
王
の
法
を
述
べ
た
竜
の
で
あ
り
春
秋
時
代
の
歴
史
的
事
實
を
掲
げ
て
批
評
す
る
問
に
將
來
に

　
興
る
べ
き
煙
室
の
た
め
に
法
を
導
い
た
竜
の
f
あ
る
と
考
へ
尤
。
然
ら
ば
董
伸
得
は
何
故
特
に

　
孔
子
を
斯
の
如
き
地
位
に
迄
高
め
た
か
。
古
丈
家
に
填
て
孔
子
よ
り
竜
周
公
を
奪
浴
し
、
周
公
を

　
六
経
の
作
者
、
儒
敏
の
創
始
者
と
認
め
だ
の
は
孔
子
の
言
葉
の
申
に
周
公
を
奪
敬
す
る
も
の
の
あ
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る
の
を
根
篠
と
し
，
古
町
家
が
公
貴
家
と
封
抗
し
て
思
想
界
に
勢
力
を
旛
ち
得
や
う
と
し
た
時
に

公
革
家
の
主
張
に
反
抗
し
て
な
し
た
竜
の
の
様
に
考
へ
ら
る
る
。
勿
論
孔
子
は
論
語
に
嘗
て
周

公
を
奪
敬
す
る
言
葉
を
残
し
て
居
る
が
孟
子
に
．
至
る
と
殆
ん
ど
周
公
に
弄
し
て
語
っ
て
居
な
い
。

馬
子
に
至
っ
て
唱
然
う
で
あ
る
。
然
る
に
孟
子
に
は
孔
子
を
聖
帝
以
上
の
聖
人
と
し
て
之
を
奪

敬
し
、
踊
子
竜
子
孔
子
に
罪
し
て
大
な
る
敬
意
を
彿
っ
て
居
る
。
孔
子
に
制
す
る
支
那
人
の
奪
敬
．

の
念
は
其
事
後
年
を
経
る
に
從
っ
て
深
厚
の
度
を
加
へ
，
漢
代
に
至
っ
て
は
孔
子
に
曝
し
て
宗
敏

的
信
仰
す
ら
起
す
に
至
つ
π
。
董
仲
寄
が
孔
子
を
六
維
の
作
者
儒
敏
の
創
始
者
乃
至
は
素
王
と
，

認
－
む
る
の
は
尉
は
彼
の
時
代
の
孔
子
に
聾
す
る
此
の
．
熱
烈
な
る
信
仰
の
影
響
に
竜
由
る
の
で
あ

ら
う
が
、
叉
蝋
方
南
の
王
朝
の
存
立
の
根
嬢
を
辮
護
す
る
た
あ
竜
あ
っ
た
で
あ
ら
ふ
、
其
は
如
何
な

る
理
由
に
依
る
竜
の
で
あ
ら
ふ
か
。
之
を
理
解
す
る
か
め
に
は
董
仲
得
の
春
秋
の
根
本
義
に
關

す
る
第
二
の
重
要
な
見
方
で
あ
る
天
人
關
係
の
概
念
と
革
命
思
想
と
を
理
解
し
て
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
漁
。
　
天
人
重
事
に
關
す
る
董
仲
傅
の
思
想
は
春
歓
繁
露
の
壼
て
の
篇
を
麺
じ
て
明
瞭
に

現
は
れ
て
居
る
が
就
申
明
瞭
に
看
取
し
得
る
の
は
爲
人
者
天
篇
、
及
人
捌
天
象
で
あ
る
。
先
づ
爲

人
者
天
篇
の
所
論
を
掲
ぐ
れ
ば
、

　
爲
歓
人
者
天
色
。
駅
留
入
（
人
之
球
人
の
誤
か
）
本
一
転
天
凶
天
亦
人
愚
案
租
我
事
。
此
人
産
所
紹
一
以
上
類
鋭
天
也
。

　
　
　
　
難
鞭
蓄
撃
競
一
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
｝
…
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購
騰

　
人
血
形
膿
、
化
月
面
教
一
而
成
。
入
無
血
氣
。
移
心
天
志
一
而
仁
、
人
之
徳
行
。
化
昌
天
理
葡
義
。
入
溶
々
惑
。
他
昌
天
之
暖

　
清
↓
人
之
喜
怒
。
化
四
天
寒
暑
偶
人
之
受
レ
命
．
化
笛
雨
受
四
時
叫
入
生
有
蕊
隣
翼
廊
樂
之
答
幻
春
秋
冬
夏
之
類
也
。
喜

　
春
之
答
也
。
怒
秋
之
答
也
。
樂
夏
之
答
也
。
玄
冬
之
答
也
。
」

と
、
叉
人
副
天
篇
の
所
論
を
見
る
に
、

　
天
地
之
精
。
亡
弟
以
生
”
物
者
。
莫
レ
貴
昌
乎
人
天
魔
昌
命
於
天
守
。
：
：
唯
人
濁
能
爲
昌
仁
義
∵
：
・
歴
入
濁
能
偶
轟

　
天
地
一
入
有
昌
三
百
六
十
節
幻
偶
嘉
受
壷
藪
幽
也
。
形
膿
骨
肉
、
偶
昌
地
之
厚
“
也
。
上
有
瓢
耳
目
聰
明
船
日
月
之
象
也
。
云

　
云
。

と
あ
う
、
郊
語
篇
に
竜
「
天
盛
。
百
瀞
之
大
君
也
、
事
レ
扁
虫
レ
備
。
錐
昌
百
紳
口
無
レ
盤
也
。
」
と
言
ひ
、
賢
良
野
心
に
も
「
天

者
。
騨
物
敵
将
也
。
跳
腰
覆
包
函
面
持
レ
所
レ
殊
。
音
戸
同
月
風
雨
一
聯
和
レ
之
。
経
＝
陰
陽
寒
暑
以
歳
レ
之
。
」
と
あ
る
如
く

天
は
萬
物
の
創
造
者
で
あ
う
、
租
先
で
あ
う
．
其
の
根
本
で
あ
る
。
天
は
大
宇
宙
で
あ
っ
て
人
は
小

宇
宙
で
あ
る
。
故
に
天
．
に
於
け
る
こ
と
は
や
が
て
人
面
に
於
け
る
こ
と
で
あ
る
。
入
間
の
肉
膣

浮
構
造
、
心
理
的
作
用
及
道
徳
的
意
識
の
あ
る
こ
と
は
皆
天
地
の
形
膿
、
天
地
の
作
用
、
及
天
地
の
徳

あ
る
と
同
じ
く
、
叉
之
に
墓
く
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
萬
物
と
等
し
く
天
よ
塁
出
で
た
竜
の
で
あ

る
が
故
に
天
と
入
と
の
問
に
大
宇
宙
、
小
宇
宙
の
關
係
が
あ
う
一
方
の
事
が
直
ち
に
他
方
に
威
鷹

す
る
が
如
く
、
萬
物
、
良
馬
と
人
聞
と
の
間
に
翁
忌
面
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
、
深
察
名
馬
篇
に
「
天
人
之
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、

際
。
合
而
爲
L
。
同
而
蓮
レ
理
。
動
而
相
盆
。
順
而
相
異
。
謂
報
徳
道
ゴ
と
言
ひ
。
同
類
相
助
篇
に
「
天
有
陰
陽
芙

亦
有
“
陰
陽
幻
天
地
奇
型
氣
起
聖
人
呼
時
氣
鷹
レ
之
而
起
。
人
彫
塗
氣
起
而
天
地
之
陰
難
解
宜
麟
鷹
グ
之
而
起
噛

其
遣
一
。
」
と
説
い
て
居
る
の
は
天
人
の
問
の
威
鷹
、
萬
物
と
人
問
と
の
威
鷹
を
更
に
明
確
に
説
朋
し

禿
竜
の
で
あ
徹
。
天
は
霊
宝
を
作
う
、
人
閻
を
造
っ
た
が
人
間
と
盛
物
と
に
封
ず
る
天
の
態
度
は

賢
∵
艮
甥
策
に
よ
れ
ば
哺
様
に
し
て
公
李
無
論
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
欺
く
説
く
の
が
理
論
的
に

正
當
で
あ
ら
ふ
が
。
然
し
、
彼
は
此
の
李
等
観
を
以
て
徹
底
せ
ず
時
・
と
し
て
一
般
の
儒
家
の
信
ず

る
如
く
、
天
は
他
の
萬
物
よ
5
も
人
間
を
重
ん
ず
る
込
の
で
あ
っ
て
人
間
は
萬
物
の
鍵
長
で
あ
る

と
い
ふ
常
識
的
な
思
想
を
以
て
並
物
と
人
間
と
の
間
の
不
士
爵
を
論
い
て
居
る
。
前
に
掲
げ
だ

人
霜
天
篇
の
述
ぶ
る
所
は
央
を
示
す
竜
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
入
込
は
論
詰
よ
ウ
盤
長
で
あ

る
か
。
其
の
根
篠
は
何
腱
に
在
る
か
。
人
載
荷
萬
物
よ
蚤
も
露
長
で
あ
る
の
は
其
の
謡
言
的
構

造
が
面
面
能
く
、
天
地
の
構
造
に
類
似
し
て
居
る
織
と
。
人
問
に
仁
義
と
言
ぶ
道
徳
性
の
あ
る
織

と
に
根
篠
を
有
す
る
。
　
人
聞
に
滋
徳
の
有
る
の
は
賢
良
野
策
に
言
ふ
如
く
「
道
之
本
原
。
出
‘
於
天
叩
天

不
」
墾
ゆ
三
尊
不
ン
獲
。
』
即
天
よ
り
出
で
天
に
黒
く
竜
の
で
あ
る
。
道
徳
の
不
墾
性
も
亦
天
の
不
灘
な
る

に
轟
く
の
で
あ
る
。
天
の
道
は
や
が
て
入
の
道
で
あ
る
。
循
天
質
濫
篇
の
「
循
一
天
之
道
議
養
鱒
其
身
「
．

謂
昌
之
道
理
と
言
ふ
［
語
は
其
の
意
を
示
す
竜
の
で
あ
る
、
人
問
が
天
よ
り
輿
へ
ら
れ
π
道
徳
を
行
ふ
ご

　
　
　
　
灘
魯
麿
學
説
一
蹴
　
・
　
・
　
一
．
　
“
　
　
　
．
、
、
囁
　
豊



9h’＄

　
　
　
　
哲
墨
研
究
　
第
鴎
．
＋
二
號
．
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
・
．
　
，
　
　
鰯
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

と
の
出
來
る
の
は
人
聞
に
道
徳
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
人
間
の
遊
徳
性
も
勿
論
天
か
ら

輿
へ
ら
れ
た
竜
の
で
あ
る
。
　
玉
杯
篇
に
「
人
受
聖
霊
於
天
鴨
有
噌
陛
下
レ
善
・
悪
レ
悪
脂
性
叩
可
レ
養
而
不
レ
可
レ
改
。
可
レ
豫
両

不
“
可
γ
去
岬
と
言
ぷ
の
は
既
の
意
味
を
示
す
竜
の
で
あ
、
る
。
天
人
の
關
係
に
就
い
て
の
董
野
馬
の
根

本
の
思
想
は
上
述
の
如
き
竜
の
で
天
は
貰
物
の
根
本
、
道
徳
の
本
源
、
入
淫
行
爲
の
端
黒
者
と
す
る

の
で
あ
る
が
、
此
の
董
仲
好
の
霜
天
思
想
は
彼
の
み
に
特
有
な
思
想
で
は
な
い
。
天
は
置
物
の
上

に
立
ち
、
男
物
を
圭
宰
．
し
、
入
問
の
行
爲
を
判
断
し
、
之
に
溺
顧
を
下
す
竜
の
な
う
と
の
思
想
は
既
に

上
古
の
支
那
人
一
般
に
有
し
て
総
力
．
空
想
で
、
樹
書
及
詩
経
に
明
か
に
窺
は
れ
る
。
　
詩
書
の
天
は

上
古
支
那
入
の
宗
教
的
信
仰
の
野
点
で
あ
っ
π
。
孔
子
が
厄
難
に
遭
遇
す
る
毎
に
「
天
よ
」
と
叫
ん

だ
其
の
天
は
右
●
の
如
き
天
で
あ
．
る
。
　
此
の
天
に
封
ず
る
宗
敏
的
信
仰
は
夏
干
の
時
代
に
盛
で
周

代
に
入
っ
て
竜
初
期
に
は
殉
盛
で
あ
っ
だ
が
次
第
に
其
の
信
仰
が
冷
却
し
．
天
を
祀
る
こ
と
は
あ

っ
て
竜
前
代
の
如
く
熱
烈
興
劒
な
信
仰
は
認
め
ら
れ
ず
只
儀
式
の
末
に
走
っ
て
典
禮
化
し
だ
。
孔

子
の
頃
に
は
一
般
に
は
已
に
天
に
饗
す
る
信
仰
は
已
に
嚢
へ
て
居
た
や
う
で
あ
る
、
が
孔
子
は
翼

面
目
に
之
を
信
梅
し
て
居
た
。
孟
子
に
は
天
に
饗
し
て
孔
子
の
如
き
宗
敏
的
信
仰
は
少
し
も
認

む
る
こ
と
が
出
家
な
い
。
荷
子
に
至
っ
て
も
然
ム
で
あ
る
。
孟
萄
に
至
っ
て
は
已
に
天
の
紳
性

を
滅
却
し
て
天
を
有
形
的
の
天
と
考
へ
る
に
至
軌
藁
の
作
用
の
方
面
を
重
く
見
る
や
う
に
な
つ



　
だ
や
う
で
あ
る
。
董
仲
．
好
の
野
天
思
想
も
此
等
の
影
響
を
受
け
殆
ん
ど
天
の
帥
性
は
認
あ
ら
れ

　
ず
其
の
作
用
の
方
面
を
主
と
し
て
居
る
、
其
の
だ
め
に
天
を
或
は
自
然
及
自
然
現
象
と
同
意
昧
に

　
使
用
し
π
揚
合
が
勘
か
ら
ず
あ
る
。
董
仲
傅
の
曇
天
詩
想
は
此
の
織
か
ら
稽
雑
駁
粗
架
な
も
の

　
の
や
う
に
思
へ
る
、
二
言
傅
の
下
天
思
想
に
濁
創
的
な
趣
を
認
む
る
こ
と
は
勿
論
出
』
來
な
い
が
天

　
と
人
と
の
有
機
的
關
係
を
彼
以
前
の
思
想
家
の
誰
よ
ウ
．
竜
詳
細
に
論
潔
し
だ
る
顯
及
彼
が
此
の

　
天
人
威
望
の
琿
。
即
（
漢
書
の
伶
者
、
以
來
彼
の
此
の
學
問
に
名
け
た
る
）
天
人
學
を
以
て
春
帯
を
読

　
い
た
織
と
は
思
想
史
上
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
ふ
。
愈
序
品
に
揮
尼
之
作
二
春
秋
一
也
。
上
野
正
昌
天

9
端
。
王
公
之
位
。
萬
民
之
瓢
虫
欲
“
と
言
ひ
、
賢
∵
甲
羅
策
に
「
孔
子
作
昌
春
秋
補
則
揆
昌
之
天
蓮
即
下
質
昌
今
入
藩
鵬
参
霞
之
於

　
古
淵
考
騙
乏
今
西
故
春
秋
晶
群
「
誰
。
災
害
欝
欝
」
加
也
。
春
秋
之
所
」
悪
。
惟
異
論
所
γ
施
也
］
と
あ
ウ
，
二
身
篇
に
春
秋

　
の
五
始
の
義
と
し
て
．
是
故
春
秋
之
道
。
以
陶
歪
面
深
鞠
正
昌
天
職
端
一
旗
軸
芙
之
端
肉
正
渇
王
命
馨
以
主
之
政
n

　
正
鵠
諸
侯
之
位
噛
五
者
倶
正
潤
化
大
行
㎞
と
あ
う
、
或
は
楚
雪
占
篇
に
「
春
秋
之
道
。
悲
“
天
両
法
y
古
」
と
言
へ
る

　
を
見
れ
ば
董
仲
得
の
春
秋
學
が
其
の
根
祇
と
し
て
網
人
の
學
を
以
て
し
て
居
る
の
を
知
る
、
此
の

　
天
人
の
學
よ
ウ
彼
は
政
治
説
を
竜
、
倫
理
読
を
竜
導
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
共
の
燐
説
は
や
が

　
て
公
羊
學
の
政
治
読
、
倫
理
読
の
根
本
と
な
ρ
て
居
る
か
ら
先
づ
天
入
の
學
よ
ウ
出
で
だ
彼
の
政

脚
治
詮
に
就
い
て
考
察
し
や
う
と
忽
ム
。
天
F
と
人
間
と
の
朗
係
は
前
述
の
動
き
竜
の
で
あ
る
が
蝕

　
　
　
　
’
魔
融
儲
攣
畿
轡
斑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
鋤
七
四
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に
地
上
に
於
て
天
意
を
代
表
し
、
天
童
を
奉
漏
し
て
入
民
を
治
め
、
共
の
安
寧
を
計
訪
、
其
の
幸
顧
を

櫓
草
す
る
も
の
は
天
子
で
あ
る
。
天
子
は
天
の
特
別
の
使
命
を
奉
じ
て
天
意
を
地
上
に
實
現
す

る
一
大
任
務
を
有
し
、
居
る
、
者
で
あ
っ
て
入
類
中
二
二
優
秀
な
者
で
あ
る
。
天
子
は
宇
宙
に
於
て

唯
一
入
で
あ
る
、
三
代
改
制
質
文
篇
に
「
故
天
子
命
無
レ
常
。
唯
命
昌
是
徳
難
船
と
あ
ウ
。
叉
同
篇
に
．
徳
偉
・
天
・

地
層
者
。
穆
昌
皇
帝
幻
天
佑
而
子
“
之
。
警
備
聖
天
子
漏
と
言
ひ
、
温
言
名
號
篇
に
「
受
γ
命
二
君
。
天
意
墓
所
γ
予
也
。
故
號
爲
哺

天
子
一
二
。
宜
昌
事
ソ
天
子
ワ
父
。
事
レ
竹
笠
鵡
孝
道
一
也
］
と
言
っ
て
居
る
の
は
明
に
天
子
が
天
の
特
等
の
使
命
を
受

け
、
天
を
代
表
し
て
人
類
を
敏
化
す
る
人
類
中
智
徳
共
に
最
竜
優
秀
な
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
竜

の
で
あ
る
。
伺
天
子
が
人
歩
敏
化
の
大
使
命
を
帯
び
て
居
る
竜
の
な
る
こ
と
は
塗
舜
四
四
移
湯

武
不
重
殺
篇
に
。
「
且
天
之
生
“
民
。
非
爲
主
也
。
而
天
台
γ
王
世
羅
民
也
。
故
物
徳
足
温
以
安
藥
民
著
。
天
子
チ
之
。

其
悪
足
窪
以
賊
轟
害
心
「
者
。
天
馬
レ
之
］
と
あ
．
る
の
が
最
竜
詳
し
く
説
明
し
て
居
る
。
天
子
の
位
は
人
類
申

最
高
至
上
の
竜
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
其
は
野
駆
を
必
然
に
俘
ぶ
も
の
で
、
天
子
だ
る
の
徳
が
あ
れ
ば

天
命
は
積
照
し
て
天
子
の
位
に
帥
か
し
む
る
。
已
に
天
子
の
位
に
在
る
者
と
錐
も
天
子
た
る
の

徳
を
失
へ
ば
天
命
は
離
画
し
て
之
を
罰
す
る
。
　
革
命
は
或
個
人
叉
は
或
種
族
の
利
己
的
欲
望
か

ら
暴
力
を
以
て
爲
す
べ
き
竜
の
で
な
く
し
て
、
天
の
命
に
よ
っ
て
爲
さ
る
べ
き
竜
の
な
ウ
と
の
革

命
の
理
論
は
彼
の
天
子
の
概
念
か
ら
必
然
に
弱
る
。
然
ら
ば
天
命
の
贋
興
は
何
に
よ
っ
て
認
識
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し
得
る
か
、
是
に
就
い
て
の
彼
の
総
踊
は
符
瑞
篇
。
滅
國
篇
。
及
賢
良
甥
策
に
看
て
見
る
こ
と
を

得
る
。
　
先
づ
賢
良
甥
策
を
見
る
に
、

　
臣
聞
。
天
取
所
昌
大
奉
殉
使
昌
之
王
襯
者
叩
必
旭
暉
誰
ヨ
人
カ
所
”
能
致
葡
白
墨
者
婦
寒
極
“
命
之
符
也
。
：
凱
天
下
三
人
。

　
同
レ
心
脈
γ
之
。
・
：
・
故
主
適
確
γ
誠
術
至
。
主
日
。
自
首
入
瓢
干
王
舟
叩
有
“
火
復
昌
干
王
屡
舶
流
事
レ
鳥
。
此
面
受
γ
命
之

　
符
盤

と
、
符
瑞
篇
に
は
、

　
有
下
非
琶
力
重
壁
“
採
薬
一
而
自
致
者
圃
西
狩
獲
レ
麟
。
受
レ
命
之
符
。
是
也
。
然
後
託
昌
乎
春
秋
正
不
正
之
間
ゆ
菰
明
昌
改

　
制
之
塊
叩
マ
緬
羊
天
子
幻
而
加
“
憂
下
天
下
之
憂
”
也
。
務
レ
上
路
天
下
所
v
患
。
而
欲
7
以
上
通
昌
五
帝
“
下
面
晶
三
、
玉
刈
以

　
　
　
　
　
二

　
通
畠
百
王
之
道
噛
虚
無
矢
之
絡
始
殉
博
】
得
失
謡
曲
↓
而
孜
”
命
象
之
爲
殉
極
レ
理
立
面
“
情
性
炉

と
説
き
滅
國
篇
に
は
「
王
者
。
民
之
所
」
往
也
．
慰
者
。
不
レ
失
鵡
其
群
者
也
㎞
と
あ
る
。
此
等
を
感
恩
す
れ
ば
天

命
の
康
興
は
受
命
の
符
に
由
っ
て
認
め
得
る
、
受
命
の
符
と
は
或
は
王
の
船
に
白
魚
が
入
ウ
、
或
は

西
に
冒
し
て
麟
を
得
る
等
の
瑞
兆
で
あ
る
。
特
に
虚
心
に
威
動
を
與
へ
る
憂
異
な
自
然
現
象
。

叉
は
人
事
の
憂
で
あ
る
。
本
、
萬
物
自
然
は
天
．
よ
う
出
で
た
る
竜
の
で
、
膚
然
と
天
と
の
問
に
内
．
面

的
な
左
通
が
あ
る
に
よ
う
、
肉
冠
を
癒
じ
て
天
命
を
登
現
す
る
。
此
の
瑞
兆
を
磯
現
せ
し
め
ら
れ

た
人
間
は
天
子
π
る
べ
き
資
格
の
有
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
既
に
天
子
の
位
に
在
る
者

　
　
　
　
董
仲
、
静
撃
麗
一
斑
　
　
　
　
　
　
㍉
　
　
　
，
　
　
　
　
F
　
　
囚
九
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暫
學
醗
究
　
第
四
＋
「
二
蟹
　
　
・
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
○

が
天
子
た
る
徳
を
失
へ
ば
天
は
或
は
地
震
を
起
し
、
由
嶽
を
崩
し
、
星
を
雨
ら
し
め
、
姦
の
害
を
輿
へ

て
天
命
が
其
の
天
子
よ
ウ
離
去
し
π
る
こ
と
を
示
す
。
周
未
に
周
の
天
子
の
徳
望
嚢
善
し
た
暗
、

天
が
梁
山
を
崩
し
、
三
川
を
震
は
し
あ
、
星
を
雨
ら
し
、
鍛
期
の
害
あ
ら
し
あ
π
の
は
最
早
側
室
に
天

命
の
群
れ
π
こ
と
を
教
へ
た
竜
の
で
あ
る
。
天
子
は
自
然
現
象
の
響
動
を
軍
に
偶
然
的
な
出
來

事
と
し
て
看
過
す
べ
食
竜
の
で
な
く
必
ず
其
時
自
ら
の
心
を
反
省
し
、
訂
己
の
施
こ
し
た
る
政
治

の
善
悪
良
否
，
を
反
省
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
此
の
君
主
の
責
任
槻
念
は
此
の
種
の
支
那
人
に
物

有
な
る
符
瑞
の
観
念
よ
少
将
れ
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
自
然
現
象
の
有
意
的
説
明
は
支
那
に

於
け
る
自
然
科
學
を
阻
害
し
た
、
其
の
織
に
は
陰
陽
五
行
の
論
が
軍
監
輿
っ
て
力
が
あ
る
。
然
し

他
方
君
主
の
専
制
を
制
擁
す
る
に
貢
聾
し
π
。
　
董
仲
箭
及
公
耳
蝉
の
読
く
如
き
災
異
の
読
は
漢

遡
及
其
後
の
天
子
に
不
楡
快
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
ふ
。
此
の
符
瑞
と
並
ん
で
天
命
の
塵
與
を
示

す
竜
の
は
民
心
の
警
背
で
あ
る
、
天
は
人
民
の
心
を
通
℃
て
天
命
を
現
は
す
。
民
の
往
く
所
と
は

民
心
の
糖
ふ
こ
と
で
あ
る
。
今
天
命
を
受
け
た
る
人
類
中
華
も
智
徳
の
優
秀
な
る
人
問
が
、
天
命

の
展
去
し
た
奮
天
子
に
代
っ
て
新
ら
し
く
人
類
統
御
の
大
任
に
就
く
揚
合
、
薔
王
朝
の
文
物
制
度

其
事
を
踏
面
す
べ
き
も
の
で
み
ら
ム
か
。
或
は
良
己
の
王
朝
に
特
有
な
る
文
物
制
度
を
以
て
す

べ
き
も
の
で
あ
ら
ふ
，
か
。
符
迎
撃
に
も
「
明
昌
改
制
之
義
7
と
あ
る
こ
と
は
前
鍋
の
如
く
で
あ
っ
て
春
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秋
は
革
命
に
伶
ふ
改
制
の
意
義
を
閲
明
し
、
其
の
方
針
を
敢
ふ
る
竜
の
と
言
ム
意
昧
で
あ
る
。
更

に
三
代
改
鋼
質
文
篇
に
は
「
王
者
。
必
受
レ
命
実
車
王
。
王
者
必
改
昌
正
朔
閃
易
昌
尊
報
∴
欄
昌
禮
樂
コ
ー
統
於
天
下
而
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

あ
る
、
帥
穿
初
得
は
革
命
に
は
必
ず
正
朔
遜
色
、
量
器
を
更
新
し
、
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
竜
の
と
考
へ
た
。

．
正
朔
、
服
事
、
禮
樂
は
王
者
の
政
治
の
大
な
る
竜
の
で
あ
る
。
両
、
此
外
に
天
子
の
都
を
も
崩
す
べ
く
、

夏
、
段
、
周
、
と
各
各
其
都
を
異
に
し
た
の
は
其
の
た
め
で
あ
δ
。
三
代
改
制
質
丈
篇
に
は
三
統
帥
黒

統
．
赤
統
、
白
統
と
て
暦
法
上
時
代
に
よ
っ
て
正
統
と
す
る
と
こ
ろ
の
異
な
る
を
述
べ
更
に
各
統
の

建
つ
る
正
月
の
月
朝
正
の
始
按
る
時
刻
の
差
に
つ
い
て
詳
し
く
蓮
べ
て
あ
る
。
叉
各
時
代
の
文

明
め
鳳
般
的
特
色
を
文
、
質
と
し
商
は
質
に
し
て
親
を
親
と
し
て
多
く
仁
撲
で
あ
う
、
天
を
主
と
す

る
．
夏
は
文
に
し
て
奪
を
奪
と
し
、
義
節
が
多
い
、
春
秋
は
人
を
主
と
し
奪
を
愈
と
し
て
禮
文
が
多
い

と
し
て
三
等
に
分
っ
て
居
る
。
周
は
夏
と
同
じ
く
文
で
あ
る
、
故
に
孔
子
は
周
の
丈
を
攣
じ
て
股

の
質
に
反
へ
さ
う
と
し
た
。
急
撃
の
π
め
に
二
つ
π
新
王
の
法
は
質
を
以
て
根
本
特
色
と
し
、
仁

撲
を
禮
丈
に
代
へ
π
る
六
物
制
度
で
あ
る
。
然
ら
ば
革
命
に
際
し
て
糊
二
丈
物
を
憂
更
す
る
理

由
は
何
等
に
あ
る
か
。
其
は
天
意
に
從
ひ
、
人
心
の
獲
動
に
副
ふ
も
の
で
あ
る
。
今
楚
挿
話
篇
に

よ
っ
て
如
上
の
意
味
を
詳
し
く
述
ぶ
れ
ば
新
王
が
必
ず
制
度
文
物
を
改
易
す
る
の
其
の
道
を
改

む
る
の
で
は
な
い
。
其
の
理
を
礎
べ
る
の
［
で
込
な
い
。
　
命
を
天
に
受
け
て
盤
を
易
へ
。
王
を
更

　
　
　
　
輩
憩
鉦
雛
設
一
斑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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哲
墨
研
究
　

簗
四
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀟
ニ

ム
る
の
は
前
王
に
織
い
で
王
と
な
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
若
し
一
に
前
受
に
因
う
、
職
業

を
改
む
る
所
が
な
け
れ
ば
、
其
は
前
王
に
縫
い
で
王
だ
る
者
と
何
等
差
別
す
る
と
之
う
が
な
い
。

受
命
の
君
は
天
の
大
に
顯
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
父
に
事
へ
る
も
の
は
意
を
承
ぎ
。
君
に
事
へ
る

者
は
志
に
儀
る
。
天
に
事
へ
．
る
者
も
亦
然
る
の
で
あ
る
β
天
が
大
に
已
の
物
を
顯
す
の
菰
代
る

所
を
襲
う
て
率
ね
、
輿
に
同
じ
で
あ
れ
ば
顯
は
す
こ
と
も
掲
來
ず
明
に
も
な
ら
ず
、
叉
天
の
意
志
で

竜
な
い
。
　
故
に
必
ず
営
門
を
饗
し
。
　
爾
號
を
更
へ
、
正
朔
を
改
あ
、
笹
色
を
易
へ
る
の
は
他
で
は
な

い
。
敢
て
天
の
意
志
に
從
っ
て
貼
附
を
明
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
か
ら
で
あ
る
。
然
し
此
等
は

軍
に
制
度
交
物
を
改
め
る
の
で
あ
っ
て
人
倫
大
綱
を
凹
め
る
の
で
は
な
い
。
　
改
鵠
の
名
は
あ
る

が
易
濫
の
實
は
な
い
。
　
甲
子
を
陣
し
樂
を
作
る
も
の
が
異
な
る
の
は
入
心
の
鍵
に
副
ム
が
た
め

で
あ
る
、
人
心
は
時
代
に
よ
う
、
政
治
の
結
果
と
し
て
愛
動
ず
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
王
者
は
其
の
璽

動
を
．
察
し
て
適
當
な
禮
樂
を
制
作
す
べ
き
で
改
鋼
が
な
け
れ
ば
革
命
は
無
意
味
で
あ
る
。
支
那

の
歴
代
の
革
命
は
事
實
と
し
て
は
早
筆
な
る
武
力
を
有
す
る
者
が
己
が
野
心
を
満
足
す
る
た
め

其
の
武
力
を
用
み
て
前
朝
を
纂
奪
し
て
居
つ
だ
が
議
論
と
し
て
は
如
．
上
説
述
し
た
董
仲
傅
の
説
・

く
が
如
き
革
命
の
理
論
に
從
つ
だ
も
の
と
し
て
信
を
天
下
に
博
さ
う
と
考
へ
た
。
鼓
に
至
っ
て

何
故
公
羊
學
、
叉
は
董
沖
督
溺
孔
子
を
以
て
素
王
と
し
嬬
教
の
作
者
と
し
漢
の
た
め
に
法
を
論
聖



　
た
も
の
と
し
だ
か
の
理
由
の
一
面
が
了
解
さ
れ
懸
る
。
蓋
し
漢
は
秦
末
の
墨
金
に
乗
じ
て
草
澤

　
よ
う
出
身
し
疫
劉
邦
の
創
む
る
と
乙
ろ
で
武
力
を
以
て
革
命
の
實
を
基
げ
た
。
然
し
武
力
を
以

　
て
革
命
の
實
を
墨
げ
だ
ζ
と
を
標
榜
し
て
は
詩
書
時
代
よ
ウ
支
那
扇
に
懐
抱
せ
ら
れ
て
居
た
董

　
仲
好
の
窪
く
如
き
革
命
の
理
論
に
合
致
せ
ず
信
を
天
下
の
人
民
に
博
す
る
こ
と
は
出
盛
な
い
。

　
故
に
霊
室
に
於
て
竜
表
面
上
天
命
に
よ
う
符
瑞
を
受
け
、
民
心
の
豊
楽
を
得
た
結
果
、
革
命
の
實
を

　
暴
げ
左
こ
と
を
標
榜
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
已
に
斯
の
如
き
革
命
を
標
榜
す
る
と
す
れ
ば
前
代
の
制

　
度
丈
物
と
異
る
竜
の
を
施
布
し
π
轟
實
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
更
記
や
漢
書
の
認
蓮
に

　
よ
れ
ば
漢
の
制
度
夏
物
は
大
部
分
無
代
の
竜
の
を
踏
襲
し
て
居
る
。
　
さ
す
れ
ば
漢
の
墨
平
し
た
．

　
革
命
に
は
制
唱
度
交
物
の
攣
改
が
な
い
の
で
王
者
改
制
の
義
に
悼
る
。
此
の
撞
着
を
切
ウ
抜
け
る

　
た
め
に
都
合
よ
き
ば
周
室
の
制
度
盛
物
と
秦
室
の
制
度
文
物
と
に
顯
著
な
差
異
の
あ
る
こ
と
で

　
．
あ
る
。
故
に
前
室
の
革
↑
命
を
辮
課
す
る
た
め
に
漢
初
の
儒
者
は
秦
は
烙
書
坑
儒
等
の
暴
虐
を
行

　
つ
尤
も
の
で
正
當
な
天
子
で
な
払
、
と
し
て
之
を
閏
位
と
し
皇
室
は
直
ち
に
宗
室
を
縫
ぐ
も
の
と

　
す
る
考
へ
が
孝
皇
帝
の
頃
迄
に
出
歯
上
つ
π
。
然
し
憩
室
を
織
ぐ
竜
の
と
し
て
も
漆
室
の
制
度

　
文
物
は
周
公
が
主
と
し
て
築
き
上
げ
π
竜
の
で
あ
う
且
儒
者
の
一
部
に
は
儒
敢
は
呼
応
の
創
始

煙
し
た
竜
の
と
す
る
信
仰
が
あ
る
に
よ
ウ
、
詩
風
を
以
て
思
想
の
統
一
を
企
圏
し
π
漢
は
依
然
前
代

　
　
　
　
　
薫
魯
静
攣
説
　
一
　
斑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狂
蕊
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哲
學
研
究
　
　
第
四
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
眠
餌

の
方
針
を
襲
用
す
る
竜
の
な
も
と
の
誘
は
泊
れ
諏
。
漢
室
と
密
接
な
騰
係
を
有
し
、
其
の
政
治
と

甚
深
な
交
渉
を
有
し
て
居
る
公
羊
涙
の
盛
者
（
即
董
仲
好
が
其
の
主
な
る
者
で
あ
る
）
は
斑
に
扁
般

の
人
の
孔
子
に
封
ず
る
奪
敬
の
織
か
ら
漢
室
が
心
室
の
制
度
を
憂
青
し
カ
も
の
で
あ
る
乙
と
を

示
す
た
あ
に
周
面
を
斥
け
て
孔
子
を
立
て
、
孔
子
を
以
て
鼻
下
の
創
始
者
と
し
、
素
王
に
し
て
王
者

の
法
を
幽
い
た
も
の
ど
し
、
潔
秋
が
六
経
を
統
一
す
る
も
の
と
湾
へ
π
。
斯
く
考
ム
れ
ば
董
仲
好

の
學
宮
盛
至
公
羊
學
の
主
張
が
漢
詩
の
制
度
丈
物
政
治
と
密
接
の
關
係
が
あ
る
こ
と
が
理
解
せ

ら
れ
る
、
從
っ
て
叉
董
必
備
が
最
川
面
霞
な
る
忍
者
に
似
て
曲
學
阿
微
の
嫌
が
あ
る
と
言
ふ
非
難
が

理
解
さ
れ
る
。

　
弐
に
公
羊
學
及
董
仲
好
の
學
説
の
特
色
は
統
一
的
思
想
の
旺
盛
な
こ
と
で
あ
る
。
春
秋
公
羊

傳
の
隠
公
元
年
の
條
に
「
肥
り
四
望
」
と
言
ふ
語
が
あ
る
が
董
仲
俗
の
思
想
に
も
統
扁
の
思
想
は
著
し

く
現
は
れ
て
居
る
。
　
董
仲
好
は
賢
良
封
策
に
。

　
今
師
異
“
道
。
驚
異
レ
論
。
百
家
殊
レ
方
。
指
意
不
レ
同
。
是
以
上
馬
出
以
持
L
統
凶
法
制
数
鍵
。
下
不
レ
知
y
守
。
臣
愚
以
爲
。

　
諸
語
レ
面
心
六
藝
之
科
、
孔
子
之
術
看
者
。
無
益
聾
ハ
道
憩
勿
レ
使
二
並
進
評
議
僻
之
詮
滅
息
。
然
叢
論
臨
画
」
。
而
法
度

　
可
“
明
。
民
知
レ
所
レ
從
夷
］

と
言
ひ
、
漢
室
の
敦
治
的
続
一
を
更
に
有
蓋
な
ら
し
む
る
た
あ
論
議
の
統
一
、
人
心
の
面
出
を
計
る



997

た
め
に
儒
敏
を
正
統
と
し
、
他
の
諸
子
百
家
の
學
を
排
斥
し
、
儒
教
主
義
を
以
て
民
心
を
統
一
し
學

問
を
統
叫
せ
ん
ζ
と
を
孝
野
面
に
鋤
奨
し
た
、
此
も
彼
の
統
四
二
患
想
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
。
薦

し
て
彼
は
更
に
春
秋
を
以
て
儒
敏
を
統
一
し
や
う
と
し
差
。
二
黒
敷
は
孔
子
に
よ
つ
て
統
一
せ

ら
れ
、
孔
子
の
道
は
六
経
に
あ
る
。
六
経
は
更
に
春
秋
に
統
一
せ
ら
る
べ
き
竜
の
と
考
へ
た
。
孝

武
帝
は
董
仲
傅
の
此
の
議
論
を
探
正
し
て
逡
に
気
振
を
宮
漏
と
し
他
の
學
涙
の
思
想
に
歴
迫
を

加
へ
●
た
。
此
の
黙
か
ら
董
伸
傍
は
儒
學
七
二
の
大
功
勢
者
と
稔
せ
ら
る
べ
き
で
は
あ
る
が
王
者

の
政
治
的
怨
讐
を
以
て
一
派
の
學
論
の
み
を
正
統
と
し
他
を
異
端
と
し
て
塵
迫
を
加
へ
た
の
は

支
那
の
思
想
野
糞
に
大
な
る
妨
碍
を
與
へ
だ
。
其
の
一
碧
の
答
責
は
當
然
董
仲
野
の
負
干
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
ら
ふ
。
彼
は
政
治
の
上
に
於
て
も
其
の
思
想
よ
り
し
て
天
子
の
纏
力
は

地
上
に
於
て
は
最
大
の
も
の
で
其
の
治
む
る
境
界
は
宇
宙
全
脳
で
あ
う
、
其
の
治
む
る
入
民
は
人

類
全
学
で
あ
る
べ
き
竜
の
、
と
し
て
居
る
。
天
子
の
愛
は
二
七
に
，
竜
及
ぶ
べ
き
も
の
で
國
境
は
撤

せ
ら
る
べ
く
、
人
種
の
差
別
竜
な
い
。
天
の
覆
ひ
地
の
載
せ
天
子
の
威
徳
の
行
は
る
る
限
参
の
塞

問
が
其
國
で
あ
う
、
其
の
文
化
に
服
す
る
限
ウ
の
入
類
が
其
の
塗
筆
で
あ
る
。
深
興
野
號
篇
に
、
王

者
。
皇
也
。
是
故
王
意
不
普
大
皇
一
則
濫
不
レ
能
昌
正
藏
砺
方
ゴ
と
あ
る
、
王
者
は
皇
（
大
）
な
ウ
と
言
ふ
定
義
も
或

は
王
道
通
篇
の
．
古
老
造
レ
丈
者
。
三
雲
三
連
誕
警
語
野
饗
農
書
者
．
天
地
罪
人
也
。
黒
煙
翼
申
署
。
藝
其
潭

　
　
　
　
鷺
仲
遣
静
撃
競
U
斑
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
蕊
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哲
一
　
脇
騨
　
研
　
究
　
　
　
憶
π
四
十
二
鱒
卸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
｛
ハ

也
。
取
ゴ
天
地
輿
レ
入
南
中
以
爲
γ
貫
属
滲
昌
通
之
叫
葬
昌
王
者
軌
病
識
レ
是
い
と
あ
る
王
の
宇
の
象
形
的
定
義
竜
皆

如
上
の
天
子
の
地
位
の
観
念
よ
う
爲
さ
れ
だ
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
ぶ
。
此
の
統
一
的
思
想
は

彼
に
よ
っ
て
公
羊
學
の
禮
系
の
中
に
・
組
み
入
れ
ら
れ
て
居
る
が
此
は
當
謄
の
一
般
的
思
潮
傾
向

の
反
映
で
あ
み
、
蓋
し
、
統
∴
の
思
想
は
未
だ
孔
子
、
孟
子
の
思
想
の
申
に
認
む
る
乙
と
は
出
來
な
い
、

春
秋
時
代
は
群
雄
割
篠
の
時
代
で
政
治
的
に
竜
統
一
が
な
く
、
思
想
竜
亦
濁
面
し
て
起
ウ
、
統
一
的

傾
向
は
な
か
つ
π
、
戦
國
画
譜
に
入
っ
て
は
統
一
の
思
想
が
現
は
れ
て
政
治
上
に
於
て
は
強
者
が

其
の
力
に
よ
っ
て
弱
者
を
併
合
し
次
第
に
勲
記
の
統
合
が
行
は
れ
て
來
た
。
思
想
家
の
申
に
竜
萄

子
の
晶
晶
に
統
一
的
傾
向
が
比
較
的
明
瞭
に
現
は
れ
カ
。
孟
子
は
聖
人
の
制
作
に
成
る
禮
を
以

て
三
民
の
統
一
を
な
す
べ
し
と
し
た
、
禮
は
重
に
人
問
行
爲
の
外
面
的
規
定
の
意
味
を
多
く
有
す

る
に
よ
う
之
を
以
て
國
民
を
統
噌
す
る
≧
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
仙
儒
敏
の
患
想
に
類
似
し

て
居
る
法
家
に
て
も
韓
非
子
の
如
き
は
法
を
以
て
天
下
を
統
一
す
る
．
思
想
が
強
い
。
此
の
法
家

の
思
想
を
振
署
し
て
秦
の
三
皇
は
政
治
上
に
子
心
を
統
一
し
室
前
の
大
帝
國
を
實
現
し
た
。
漢

窯
に
入
っ
て
此
の
患
想
は
愈
々
強
盛
と
な
う
思
想
界
に
も
政
治
上
に
竜
統
一
的
要
求
が
進
ん
で

來
だ
。
政
治
上
に
於
て
は
秦
の
始
皇
の
帝
國
以
上
の
大
帝
國
を
作
つ
力
武
帝
の
功
業
に
其
の
傾

向
の
崇
高
を
見
、
　
思
想
界
に
於
て
は
嵩
置
寄
の
楽
想
憶
説
に
其
の
傾
向
の
反
映
を
見
る
。
　
斯
∵
か
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る
思
寝
の
π
め
鱈
主
の
椹
力
が
確
立
増
大
さ
れ
、
其
の
地
位
は
愈
々
高
め
ら
れ
た
。
公
雷
魚
が
炭

室
の
文
化
と
特
劉
密
接
の
夕
風
の
あ
ス
の
は
此
の
織
に
於
て
も
槻
取
せ
ら
れ
る
。

　
董
仲
好
の
器
秋
の
見
方
の
特
色
は
亜
種
，
々
の
方
面
に
有
る
け
れ
ど
も
鼓
に
は
其
の
詳
細
に
入

っ
て
考
察
す
る
こ
と
を
止
め
、
只
代
表
的
な
者
の
み
を
掲
げ
た
。

　
絡
に
彼
の
倫
理
説
に
就
い
て
見
る
に
此
方
面
に
竜
猫
創
的
な
所
が
な
い
、
性
の
詮
も
孟
子
の
性

善
読
と
筍
子
の
性
悪
説
と
を
折
衷
し
居
て
特
に
論
ず
る
程
の
ζ
と
竜
な
く
、
徳
鼠
の
分
類
上
、
仁
義

．禮

q
信
の
五
常
を
立
て
だ
繍
に
後
世
の
儒
者
よ
ウ
奪
敬
さ
れ
て
居
る
が
五
常
の
哨
に
信
を
，
加
へ

だ
と
て
彼
に
特
に
薪
ら
し
い
倫
理
主
義
の
提
唱
が
あ
る
と
臓
ふ
の
で
は
な
い
。
　
只
彼
の
倫
理
読

申
彼
の
創
見
と
言
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
倫
理
上
動
機
を
重
ん
ず
る
瓢
は
．
後
世
、
宋
儒
の
倫
理

説
に
影
鯉
を
輿
へ
だ
竜
の
で
あ
る
。
　
膠
鋤
西
王
越
大
夫
不
無
毒
仁
篇
の
「
仁
人
者
。
正
昌
其
道
凶
不
レ
謀
証
ハ

利
曲
修
昌
其
理
而
不
レ
急
輩
ハ
功
め
語
。
賢
良
封
策
の
。

　
夫
仁
人
者
。
正
昌
其
誼
唖
不
レ
謀
昌
耳
利
舶
蝉
共
，
道
哺
不
γ
計
皿
針
立
清
濁
以
仲
尼
之
門
。
五
尺
之
童
。
差
y
璽
孟
伯
爲
”
其
先
。

　
無
力
僧
而
後
申
仁
義
よ
也
。
附
差
γ
詐
而
巳
。
故
不
レ
足
〆
稔
昆
於
大
君
子
之
門
贈
也
、
五
稲
掛
昌
於
他
諸
侯
榊
爲
レ
賢
。
其
比
騨
脚
三

　
王
殉
猶
露
硫
秩
之
輿
昌
美
玉
“
也
口
の

　
文
の
如
き
は
道
徳
的
行
爲
に
在
っ
て
愈
ぶ
べ
き
は
其
の
馬
鐸
動
機
の
善
な
る
か
否
か
に
三
つ

　
　
　
　
擁
仲
欝
學
観
　
一
　
蘇
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
践
セ
ー



　
　
　
　
　
蕾
【
醗
「
研
冠
究
　
、
一
第
饅
十
二
號
　

、
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
五
八

㎜
て
其
の
結
果
の
如
何
に
在
る
の
で
は
な
い
。
結
果
の
み
が
善
な
う
と
て
許
す
に
足
ら
ぬ
、
彼
は

1

　
此
の
思
想
を
春
秋
の
詮
明
に
も
用
み
て
春
秋
は
志
を
奪
ぶ
と
言
っ
て
妙
趣
が
喪
中
に
結
納
を
行

　
つ
尤
こ
と
を
非
難
し
、
宋
嚢
公
が
已
に
危
地
に
陥
っ
て
居
る
敵
を
離
し
て
自
ら
敗
を
取
っ
た
乙
と

　
を
「
不
レ
野
口
其
道
而
勝
。
不
レ
如
レ
由
昌
其
道
一
而
黒
門
春
秋
畏
レ
之
。
警
以
聾
脅
俗
一
書
成
ゆ
王
化
鞄
凶
と
賞
讃
し
て
居
る
、
孟

　
子
の
王
道
も
カ
を
用
み
て
仁
の
名
を
椴
る
を
斥
け
仁
の
た
め
に
仁
を
用
ふ
る
も
の
で
動
機
を
重

　
ん
ず
る
、
遣
置
上
動
機
を
重
ん
．
ず
る
考
へ
は
斯
く
孟
子
に
も
認
め
ら
る
を
も
之
を
力
詮
し
後
世
の

　
思
想
家
母
に
上
子
を
は
じ
め
宋
儒
に
威
化
を
與
へ
た
黙
は
倫
理
思
．
洋
舞
達
上
注
目
す
べ
き
も
の

　
で
あ
る
恥
（
八
月
八
日
）

　
　
附
言
。
此
の
論
文
の
巾
撃
以
下
に
幽
く
董
仲
静
に
至
．
。
迄
の
諸
思
想
の
璽
遷
を
ば
只
結
論
の
み
を
掲
げ

　
　
　
　
　
て
其
何
故
に
斯
る
結
論
に
到
達
す
る
か
を
示
し
て
屠
ら
ぬ
の
は
具
眼
の
識
者
の
感
じ
て
以
て
不

　
　
　
　
　
満
…
を
羅
ゆ
る
所
で
あ
ら
ふ
。
　
響
く
結
論
を
下
す
典
隷
は
自
分
の
血
允
分
に
有
す
る
所
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
趣
め
て
短
時
日
に
此
の
論
丈
を
作
成
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
情
は
途
に
自
分
を
し
て
略
に
從
ふ

　
　
　
　
　
の
止
む
な
き
に
至
ら
し
め
た
。
　
典
等
の
黙
に
就
い
て
は
後
日
、
機
を
得
た
ら
ば
詳
論
し
て
見
ゆ
う

　
　
　
　
　
と
思
っ
て
居
る
。


